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物  質  名 フタル酸ジエチル ＤＢ－4０ 

別   名 
DEP 
ジエチルフタレート 
フタル酸ジアルキル 

C A S 番号 84-66-2 
PRTR 番号 － 
化審法番号 3-1301 

構 造 式 
 
 
 
 

分 子 式 C12H14O4 分 子 量 222.24  
沸 点 298 ℃ 1） 融 点 －40.5 ℃ 1） 
蒸 気 圧 2.1×10-3 mmHg (25℃) 2）  換 算 係 数 1 ppm = 9.07 mg/m3  (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 2.47 3） 水 溶 性 1.0 g/L (25℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 6,172 mg/kg 5）  
 ラット 経口 LD50 8,600 mg/kg 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.5、2.5、5.0 ％の濃度で餌に混ぜて 2 年間混餌投与した結果、5 ％群では摂餌

量の低下はみられなかったものの、成長の遅れがみられたが、血液や尿の検査、臓器の概観

や組織への影響は認めなかった。このため、餌の資化効率の有意な低下が原因と考えられて

いる 6)。 
・CD ラットに 0、0.2、1.0、5.0 ％の濃度（雄 0、150、770、3,160 mg/kg/day、雌 0、150、750、

3,710 mg/kg/day）で餌に混ぜ 16 週間混餌投与した結果、5 ％群の雌雄及び 1 ％群の雌で有

意な体重増加の抑制及び摂餌量の低下を認めた。また、5 ％群の雌雄で脳、心臓、脾臓及び

腎臓の絶対重量の減少がみられ、脳、肝臓、腎臓、小腸、盲腸の相対重量の有意な増加を認

めたが、組織への影響は認めなかった。同様にして、ラットに 0、5.0 ％を 16 週間混餌投与

した別の実験では、5 ％群の摂餌量は対照群よりも多いほどだったが、体重増加は対照群よ

りも有意に劣っていた 7)。 
 U.S. EPA 8) は上記 2 年間の混餌投与試験の知見を考慮し、臓器重量の変化が認められた 5 ％

（3,160 mg/kg/day）を LOAEL、1 ％（750 mg/kg/day）を NOAEL としているが、1 ％群の雌

で有意な体重増加の抑制を認めていることから、NOAEL は 0.5 ％（150 mg/kg/day）とする

方が妥当と考えられた。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・妊娠 5、10、15 日目の Sprague-Dawley ラットに 0、0.506、1.012、1.686 ml/kg を腹腔内投与

した結果、胎仔で骨格奇形を認め、胎仔の大きさも対照群に比べて明らかに小さかった。こ

の結果から LOAEL は 0.506 ml/kg であった 9）。 
・CD-1 マウスに 0、340、1,770、3,640 mg/kg/day を 18 週間混餌投与した結果、摂餌量の低下

もみられず、繁殖への影響を認めなかった。また、同様に 0、3,640 mg/kg/day 群の F1 世代に

混餌投与した結果、繁殖への影響を認めなかったものの、3,640 mg/kg/day 群の F1 世代では軽

度の体重増加の抑制及び中程度の肝重量の増加を認め、雄で副睾丸の精子濃度低下及び前立

腺重量の増加を認めたが、精子の運動性及び精子の奇形率への影響は認めなかった 10）。 
・CD ラットに 0、198、1,909、3,214 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで混餌投与した結
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果、1,909 mg/kg/day 以上の群で体重及び摂餌量の低下がみられたが、1,909 mg/kg/day 群では

一過性のものであった。また、胚/胎仔の成長、生残率、奇形発生率に影響を認めなかったが、

3,214 mg/kg/day 群で余剰肋骨の有意な増加（ただし、種・系統でみれば正常範囲内のもの）

を認めた 11)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質を含む数種のフタレート可塑剤（1.7～66 mg/m3）に暴露した労働者 147 人で、上下肢

の痛み、麻痺、痙攣などの訴えあり、多発神経障害（32 ％）、前庭機能の障害（78 ％）が

認められている 12)。しかし、動物実験では本物質による神経障害は認められていないことか

ら、これらの神経障害はリン酸トリオルトクレシルへの暴露によるものと考えられた。また、

主要な暴露物質はジブチルフタレートと高次のアルカリフタレートで、これらの物質は本物

質よりも毒性が強いと考えられることから、この知見は許容濃度の検討の参考とはならない

と結論づけられている 13）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 14) TLV-TWA 5 mg/m3  
 日本産業衛生学会 13) 5 mg/m3  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 150 mg/kg/day（体重

増加の抑制）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 15 mg/kg/day を暫定無毒性量等

に設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 5 mg/m3（刺激の予防）を採用し、暫定無毒性量等

として設定する。 
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